








複合歪の設計結果及び測定結果を図5に示す。CSO，CTB共

に設計結果と測定結果が一致した。また，所要品質を満足する

ことを確認できた。

3.4 伝送限界の設計

2章で述べた伝送品質の設計方法に従って，伝送限界を求め

ることができる。例えば，従来の構成による 30局，20 kmを

一つの基準として，長距離化，多端局化の両要求を満足するよ

うに設計すると，スパンごとの端局数を 15局としたとき，中

継数は2局で複合歪の品質限界となる。このとき，総端局数は

45局，伝送距離は100 kmとなる。したがって，従来例の指標

と比較して，局数は 1.5倍，伝送距離は 5倍となる。また，端

局のサブキャリア周波数を各スパンごとに共通化でき，各スパ

ンごとに波長選別を行えば良いので，システム構築を簡素化す

ることが出来る。
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